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	スライド 1: 国保連合会への請求事務 （請求事務全般）
	スライド 2: １．国保連合会への請求の流れについて（１／２）   ○国保連合会への請求は、毎月10日までに行ってください。  ○請求した内容について、毎月20日～25日頃に区の請求担当から確認の連絡を　 　行う場合があります。     ○「返戻」または「過誤」を行った場合は、翌月に必ず再請求をしてください。 
	スライド 3: １．国保連合会への請求の流れについて （２／２）   
	スライド 4: ２．返戻・過誤について（１／4）      請求内容に誤りがあった場合、再請求をしていただきます。    処理方法として、「返戻」と「過誤」があります。  【返戻】 　請求内容に誤りがあった場合、請求を差し戻します。 　※返戻処理は、支払確定前の請求 に対して行います。  【返戻の流れ】    ①国保連合会に請求を行う。〈１日～１０日まで〉     ②請求内容の誤りが発覚次第、早急に区へ連絡をする。 　　〈請求月の２０日（当日が祝日・休日の場合は翌開庁日） まで〉 　③正しい請求内容で国保
	スライド 5: ２．返戻・過誤について（2／4）  【返戻の申出方法】 　区担当へ電話連絡をお願いします。    連絡期限は、請求月の２０日（当日が祝日・休日の場合は翌開庁日）です。   〈連絡先〉 　杉並区役所 保健福祉部 障害者施策課 認定・給付係 請求担当 　03-3312-2111    
	スライド 6: ２．返戻・過誤について（3／4）  【過誤】 　支払いが確定した請求内容に誤りがあった場合、請求を取り下げます。    再請求後に、差額調整が行われます。  【過誤の流れ】    ①国保連合会へ請求を行い、支払いが確定する。    ②請求内容に誤りが発覚次第、早急に区へ「過誤申立書」を提出する。    　〈毎月２０日（当日が祝日・休日の場合は翌開庁日）まで〉    ③正しい請求内容で国保連合会へ再請求を行う。〈過誤申立の翌月1日～１０日まで〉    ④支払済金額と再請求金額との差額が支払わ
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